
FastGeneTM 
核酸精製キットシリーズ

DNA精製 / 安定した収量、シーケンスグレード

RNA精製 / 培養細胞および組織等からのトータルRNAの精製

アガロースゲルからのDNA抽出、PCR産物の精製

ダイターミネーター除去 / 簡単操作

FastGeneTM Plasmid Mini Kit

FastGeneTM RNA Basic / Premium Kit

FastGeneTM Gel/PCR Extraction Kit

FastGeneTM Dye Terminator Removal Kit
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F
ファストジーン

astGeneTM RNA B
ベーシック

asic Kit
培養細胞および組織等からのトータルRNA の精製

• DNase I、プレフィルターを除いたスタンダードキット

• 室温（15〜25℃）

■ 別売オプション

※組織によって最適な前処理をお選び下さい、サンプルや部位によって得られる収量は異なり

ます。

一般的な収量

• 培養細胞（1×106 HeLa 細胞）の場合 ：10-20 µg

• 組織（20 mg マウス肝臓組織）の場合 ：50-100 µg

50回用 250回用

溶解バッファー（RL） 25 mL 125 mL
洗浄バッファー 1（RW1） 35 mL 170 mL
洗浄バッファー 2（RW2） 10 mL 50 mL
溶出バッファー（RE：RNase free water） 15 mL 100 mL
FastGeneTM RNA binding column 50 本 250 本
1.5 mL コレクションチューブ 50 本 250 本
2 mL コレクションチューブ 100 本 500 本

スタンダード ラージインプット

推奨サンプル量
培養細胞 ＜5×106 ＜1×107

組織※ ＜10 mg ＜20 mg
溶出量 50 µL 50 µL
所要時間（6 prepsあたり） 約40分間 約40分間
フォーマット シリカメンブレン法

仕　様

特　長

保存条件

キット内容

Cat.No. 入数 価格（税抜）

FG-80050 FastGeneTM RNA Basic Kit 50回用 ¥22,700 
FG-80250 FastGeneTM RNA Basic Kit 250回用 ¥102,000 

Cat.No. 容量 価格（税抜）

FG-80RL025 溶解バッファー（RL）単品 25 mL ¥6,800 
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F
ファストジーン

astGeneTM RNA P
プレミアム

remium Kit
培養細胞および組織等からのトータルRNA の精製とゲノムDNA 除去

■ 別売オプション

• FastGeneTM RNA mini-elute columnのみ到着後4℃

• 他構成品は全て室温（15〜25℃）

※セット内容： • DNaseI 懸濁溶液

  • 10X DNase I 反応バッファー

  • DNase I（凍結乾燥）

• DNase I 酵素、プレフィルター、微量溶出容量カラム全てが入った新しいコンセプトのキット

• DNA感受性が極めて高いダウンストリームアプリケーションにおすすめ

• 最適化したDNase I 処理ステップとFastGeneTM mini-elute column のテクノロジーを併用することで、高純度で高品質なRNA 精製を保証

※組織によって最適な前処理をお選び下さい、サンプルや部位によって得られる収量は異なり

ます。

一般的な収量

• 培養細胞（1×106 HeLa 細胞）の場合 ：10-20 µg

• 組織（20mg マウス肝臓組織）の場合 ：50-100 µg

スタンダード ラージインプット

推奨サンプル量
培養細胞 ＜5×106 ＜1×107

組織※ ＜10 mg ＜20 mg
溶出量 20 µL（10～50 µL） 50 µL（20～50 µL）
所要時間（6 prepsあたり） 約60分間 約60分間
フォーマット シリカメンブレン法

50回用 250回用

溶解バッファー（RL） 25 mL 125 mL
洗浄バッファー 1（RW1） 35 mL 170 mL
洗浄バッファー 2（RW2） 20 mL 2×50 mL
RNA 再結合バッファー（RBD） 8 mL 36 mL
溶出バッファー（RE：RNase free water） 30 mL 200 mL
DNaseⅠ 懸濁溶液
（DNaseⅠ reconstitution solution） 1.5 mL 1.5 mL

10×DNaseⅠ 反応バッファー
（10×DNaseⅠ reaction buffer） 500 µL 2×1 mL

DNase I（凍結乾燥） 110 
Kunitz units

560 
Kunitz units

FastGeneTM RNA filter column 50 本 250 本
FastGeneTM RNA binding column 50 本 250 本
FastGeneTM RNA mini-elute column 50 本 250 本
1.5 mL コレクションチューブ 100 本 500 本
2 mL コレクションチューブ 150 本 750 本

仕　様

保存条件

特　長

キット内容

Cat.No. 容 量 価格（税抜）

FG-80RL025 溶解バッファー（RL）単品 25 mL ¥6,800 

Cat.No. 容 量 価格（税抜）

FG-81DN050 DNase I set 50回用 ¥8,400 
FG-81DN250 DNase I set 250回用 ¥27,300 

Cat.No. 入 数 価格（税抜）

FG-81050 FastGeneTM RNA Premium Kit 50回用 ¥36,300 
FG-81250 FastGeneTM RNA Premium Kit 250回用 ¥165,000 
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FastGeneTM RNA Basic / Premium kit の評価試験

FastGeneTM RNA Basic / Premium kit
テクニカルデータシート（性能を証明する評価データ）

FastGeneTM mini-elute column の基礎性能データ

FastGeneTM mini-elute columnと他社クリーンナップキット mini-elute columnの性能評価

FastGeneTM RNA Basic / Premium Kit を用いたDNaseⅠ処理プロトコルの検証

FastGeneTM RNA Kit 溶解バッファー（RL）に細胞を溶解させた際の保存安定性試験（3か月程度）

当キットと他社RNA抽出キットを用いて抽出した
RNAの収量・品質（RIN値）・純度を評価し、性能を比較
〈まとめ〉
当キットは、収量・品質（RIN）・純度において、他社キットと同等、または同等以上の性能が得られた。

FastGeneTM RNA Premium kitのmini-elute columnがRNAをどの程度の
量まで濃縮できるか評価した。
〈まとめ〉
20 µL溶出は、50 µL溶出と同様の傾向を示した。
しかしながら、RNAインプット50 µg以上の場合、RNAの回収率は悪かった。
以上の結果により、より多くのRNAを溶出する際には、より多くの溶出量で溶出することが推奨されることがわかった。

FastGeneTM RNA Premium kitのmini-elute columnがRNAをどの程度の
量まで濃縮できるか評価した。
また、他社RNA mini-elute columnと比較することにより、性能の比較評価を行った。
〈まとめ〉
FastGeneTM mini-elute columnは、RNAを10-50 µLの溶出量で濃縮できた。

FastGeneTM RNA Premium kitで推奨している「溶出後にDNaseⅠ処理する
プロトコル」とオプションとして用意した「カラム上でのDNaseⅠ処理（オンカ
ラムDNaseⅠ処理）」を比較して、その優位性を評価しました。
〈まとめ〉
下記の結果が得られました。
• 収量：ⒶDNaseⅠ処理なし ＞ ⒷオンカラムDNaseⅠ処理 ＞ Ⓒプレフィルター＋オンカラムDNaseⅠ処理 ＞ Ⓓプ

レフィルター＋溶出後DNaseⅠ処理
• RIN値：どの条件でも同様の傾向
• ゲノムDNA除去効率： Ⓓプレフィルター＋溶出後DNaseⅠ処理 ＞ Ⓒプレフィルター＋オンカラムDNaseⅠ処理 ＞ 

ⒷオンカラムDNaseⅠ処理 ＞ ⒶDNaseⅠ処理なし
これらの結果により、本条件においては、FastGeneTM RNA Premium Kitで推奨している「溶出後DNaseⅠ処理」
がゲノムDNA除去に効果的であることが示されました。

FastGeneTM RNA Kit 溶解バッファー（RL）に細胞を溶解しホモジナイズさせた後、
-20℃、-80℃でどの程度保存安定性を保つことができるか収量・RIN値・28S/18Sの
値を比較することにより評価しました。
〈まとめ〉
FastGeneTM RNA Basic Kit の溶解バッファー（RL）に細胞を溶解ホモジナイズさせた後、-20℃および-80℃で3か月
程度保存しても、収量・RIN値共に、その値は凍結する前のRNAと同程度でした。
ただし、28S/18Sの値に関しては、その値が日を経つごとに下がっていることがわかりました。これは、RNAがわず
かながら分解していることが原因であると考えられます。
ただし、収量・RIN・28S/18S値は、Q社RNA kitと比較して同等以上の結果を示しました。

Technical Data Sheet 2017〈02〉

Technical Data Sheet 2017〈03〉

Technical Data Sheet 2017〈04〉

Technical Data Sheet 2017〈07〉

Technical Data Sheet 2017〈08〉

WEBで
読めます！

WEBで
読めます！

WEBで
読めます！

WEBで
読めます！

WEBで
読めます！
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評価製品

FastGeneTM RNA Basic / Premium kit の評価試験

FastGeneTM RNA Basic kit（DNase処理なし）
FastGeneTM RNA Premium kit（DNase処理あり）

目的 FastGeneTM RNA Basic kit・FastGeneTM RNA Premium kitと他社RNA抽出キットを
用いて抽出したRNAの収量・品質（RIN値）・純度を評価し、性能を比較する

実験条件

実験手順とキットの特長

背 景

RNAとは、リボ核酸のことであり、核酸塩基は、アデニン (A)、グアニン (G)、シトシン (C)、ウラシル (U)の4種で構成されています。RNAは
DNAと比較すると構造的に不安定であるため、取扱には注意が必要であることが知られています。
一般的にRNAの抽出には、フェノール法やシリカメンブレン等のキットを使用する方法が知られています。
弊社では、オリジナルブランドFastGeneTMよりシリカメンブレンを使用したRNA精製キットの開発を進めてきました。その開発に当たり、「自分た
ちで納得できない製品は販売することはできない！」という想いの元、評価ポイント・実験スキーム・結果の解析にこだわって試験を行いました。
本技術資料では、これら評価試験の最終段階で、得られた結果を「収量・品質 (RIN値 )・純度」の点で評価した事例をご紹介します。

サンプル ：20mg BL/6マウス肝臓組織（1キットにつきn=3）
[評価ポイント]
1. 収量：吸光度測定（Implen）　　　2. 品質(RIN)：Agilent社Bioanalyzer（RIN値)　　　3. 純度：リアルタイムPCR

DNase処理なし DNase処理あり

1) 細胞の溶解とホモジナイズ

2) カラム結合条件の調整

3) カラム結合

4) メンブレン洗浄（タンパク除去）

5) メンブレン洗浄（塩類の除去）

6) メンブレン乾燥

7) 溶出

1) 高速遠心

2) ライセートの清澄化

3) 細胞の溶解とホモジナイズ

4) カラム結合条件の調整

5) カラム結合

6) メンブレン洗浄

7) DNaseⅠ反応(15min 20-30℃)

8) メンブレン洗浄

9) メンブレン洗浄

10) メンブレン乾燥

11) 溶出

20mg BL/6 マウス肝臓組織 20mg BL/6 マウス肝臓組織 20mg BL/6 マウス肝臓組織

他社 他社
FastGeneTM FastGeneTM

DNase 処理

1) ライセートの清澄化

8) DNase I反応条件の調製

9) DNase I 反応（DNAの分解）

10) カラム結合条件の再調整

11) カラム結合

12) メンブレン洗浄（塩類と分解DNAの除去）

13) メンブレン乾燥

14) 溶出

DNase 処理なし プロトコル 2）～7）と同じ

DNase 
処理

RNA Basic kit RNA Premium kit

DNase処理なし カラム上でのDNaseⅠ処理 溶液中でのDNaseⅠ処理
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評価製品

FastGeneTM mini-elute columnと
他社クリーンナップキット mini-elute columnの性能評価

FastGeneTM RNA Premium kitのmini-elute column

目的 FastGeneTM RNA Premium kitのmini-elute columnがRNAをどの程度の量まで濃縮できる
か評価した。
また、他社RNA mini-elute columnと比較することにより、性能の比較評価を行った。

実験条件

Workflow

背 景
FastGeneTM RNA Premium kit のgDNA 除去ステップは、他社RNA 精製キットと異なり、溶液中で行う反応です。これにより、除去効率は向
上・安定しました。(Technical data sheet 2017〈02〉)
溶液中で酵素反応を行ったサンプルは、mini-elute column を使用して精製しますが、弊社では、本精製時に溶液の液量を減らすことができれ
ば、mini-elute column を「濃縮カラム」としても使用できると考えました。
そこで、抽出したRNAサンプルをmini-elute column を使用して精製・濃縮することにより、回収率・濃縮効率を評価し、他社mini-elute 
columnとの性能比較を行いました。

1) RNase フリー水を用いてサンプルを100μLに調整する。

2) 350μLの Buffer RLT をサンプルに添加し、よく混和する。

他社 FastGeneTM

Input RNA 10μg
/50μL

1μg
/50μL

4)2 ml コレクションチューブにセッティングしたカラムに
　 サンプル（700μL）をアプライ
 　8,000 x g（10,000 rpm）以上で15秒間遠心

5) カラムを新しい2 ml のコレクションチューブに写し、
 　スピンカラムに500μLの Buffer RPE を添加する。
 　8,000 x g（10,000 rpm）以上で15秒間遠心

RNAインプット量 ：1μg , 10μg（n＝3）
RNAインプットボリューム ：50μL で統一
溶出量 ：10μL (他社 最小量 )
  14μL (他社 標準量 ) 
                20μL 
               50μL (FastGeneTM 標準量 )

比較キット ：他社 微量溶出クリーンナップキット
吸光度測定 ：Implen NanoPhotometer P330

1) 250μLのバッファーRBDを加え、ピペッティングで混合

2) FastGeneTM RNA mini-elute column にサンプル溶液を添加

3) 700μL バッファー RW2

4) フルスピードで遠心（室温：20 ～ 25℃） 1 min

5) バッファー RE（ 注：メンブレンの中央に添加）

※DNase 処理後のプロトコル

≥10,000 x g（室温：20 ～ 25℃） 1 min

≥10,000 x g（室温：20 ～ 25℃） 30 s
カラムを新しいコレクションチューブ（2.0mL）に移す

カラムを新しいコレクションチューブ（1.5mL）に移す

≥10,000 x g（室温：20 ～ 25℃） 1 min

Elution 
volume

10 μL 14 μL 20 μL 50 μL

3) 希釈したRNAに 250μLの 96～ 100％エタノールを添加し、
　 ピペッティングにより完全に混和する。

6) カラムに 500μLの 80％エタノールを添加する。
 　8,000 x g（10,000rpm）以上で2分間遠心

7) 最大速度で5分間遠心

8)14μLの RNase フリー水をスピンカラム・メンブレン
 　の中央に直接添加

[評価ポイント]
• 溶出容量
• 溶出濃度
• 回収率
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評価製品

FastGeneTM RNA Kit 溶解バッファー（RL）に細胞を
溶解させた際の保存安定性試験（3か月程度）

FastGeneTM RNA Basic kit 6回用 Cat.No.FG-80006
 50回用 Cat.No.FG-80050
 250回用 Cat.No.FG-80250

目的 FastGeneTM RNA Kit 溶解バッファー（RL）に細胞を溶解しホモジナイズさせた後、-20℃、
-80℃でどの程度保存安定性を保つことができるか収量・RIN値・28S/18Sの値を比較する
ことにより評価しました。

※注意※
凍結前に細胞・組織を完全にホモジナイズすることが重要です。ホモジナイズを十分に行わない場合、収量・RIN値等が著しく落ちる可能性もあります。

背 景

RNAは非常に分解しやすいため、キットを用いて抽出する際には、一連の作業を一度に行う必要があります。
可能な限り抽出まで完了し、そのまますぐに解析まで実施することが理想的です。
ただし、実験のスケジュール等によっては、どうしてもこれらの一連の作業をすることが困難なことがあります。
RNAの保存は、抽出前に保存液で浸したり、-80℃やドライアイス等で凍結したり、キットの溶解バッファー等でホモジナイズして凍結する方法が
一般的には知られています。
本技術資料では、FastGeneTM RNA Kit キットの溶解バッファー（RL）で細胞をホモジナイズ後、3か月程度凍結（-20℃、-80℃）を行い、凍結前
の細胞から抽出したRNAと収量・RIN値・28S/18Sを比較することで、その安定性がどれだけ保てるかを評価した一例をご紹介します。
（なお、本試料では、リファレンスとしてQ社RNA kitでも同様の作業を行いました）

評価試験に使用した機器・試薬

FastGeneTM RNA Basic kit FastGeneTM RNA Premium Kit
6回用  Cat.No.FG-80006
50回用  Cat.No.FG-80050
250回用  Cat.No.FG-80250

6回用  Cat.No. FG-81006
50回用  Cat.No. FG-81050
250回用  Cat.No. FG-81250

本評価にはFastGeneTM RNA Basic kitを使用しておりますが、
FastGeneTM RNA premium kitの溶解バッファー（RL）も同様の組成で
あるため、安定性という点では、同等の結果を示すものと考えられます。

実験条件

Day0 Day1 Week1 Month1 Month3

④ -20℃、-80℃でそれぞれ保存（n＝3）

① 回収 ② PBSで洗浄後各々の
　 Kitの溶液バッファー
　を加える

細胞培養

③ ホモジナイズ（※完全にホモジナイズしてください）

下記の各々のキットを用いて
RNAの抽出を行う

＊RNAの抽出に用いたキット＊
FastGeneTM RNA Basic kit
Q社RNA kit（リファレンス）

評価ポイント
① 収量
② RIN値
③ 28S/18S
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評価製品

FastGeneTM mini-elute columnの基礎性能データ

FastGeneTM RNA Premium kitのmini-elute column

目的 FastGeneTM RNA Premium kitのmini-elute columnがRNAをどの程度の量まで濃縮できる
か評価した。

実験条件

Workflow

背 景

FastGeneTM RNA Premium kitのgDNA除去ステップは、他社RNA精製キットと異なり、溶液中で行う反応です。これにより、ゲノムDNA除
去効率は向上・安定しました。(Technical data sheet 2017〈02〉)
溶液中で酵素反応を行ったサンプルは、mini-elute columnを使用して精製しますが、弊社では、本精製時に溶液の液量を減らすことができれ
ば、mini-elute columnを「濃縮カラム」としても使用できると考えました。
そこで、抽出したRNAサンプルをmini-elute columnを使用して精製・濃縮することにより、回収率・濃縮効率の性能評価を行いました。

RNAインプット量 ：1μg , 10μg , 50μg , 85μg（n＝3）
RNAインプットボリューム ：50μL で統一
溶出量 ：10μL (FastGeneTM 最小量 ) 
                20μL 
               50μL (FastGeneTM 標準量 )
吸光度測定 ：Implen NanoPhotometer P330

1) 250μLのバッファーRBDを加え、ピペッティングで混合

2) FastGeneTM RNA mini-elute column にサンプル溶液を添加

3) 700μL バッファー RW2

4) フルスピードで遠心（室温：20 ～ 25℃） 1 min

5) バッファー RE（ 注：メンブレンの中央に添加）

[評価ポイント]
• 溶出容量
• 溶出濃度
• 回収率

Input RNA

※DNase 処理後のプロトコル

1μg
/50μL

10μg
/50μL

50μg
/50μL

85μg
/50μL

≥10,000 x g（室温：20 ～ 25℃） 1 min

≥10,000 x g（室温：20 ～ 25℃） 30 s
カラムを新しいコレクションチューブ（2.0mL）に移す

カラムを新しいコレクションチューブ（1.5mL）に移す

≥10,000 x g（室温：20 ～ 25℃） 1 min

FastGeneTM Premium Kit
• 培養細胞および組織等からのトータルRNA精製キット
• DNase I 酵素、プレフィルター、微量溶出容量カラム全てが入った新しい
コンセプトのキット
• DNA感受性が極めて高いダウンストリームアプリケーションにおすすめ
• 最適化したDNase I 処理ステップと FastGene™mini-elute column のテ
クノロジーを併用する事で、高純度で高品質なRNA精製を保証

FastGeneTM mini-elute columnの推奨溶出量と溶出可能範囲

 スタンダード ラージインプット

推奨溶出量 20μL 50 μL

溶出可能範囲 10-50μL 20-50 μL

Elution 
volume

10 μL 20 μL 50 μL
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評価製品

FastGeneTM RNA Basic / Premium Kit を用いた
DNaseⅠ処理プロトコルの検証

FastGeneTM RNA Basic kit 6回用  Cat.No.FG-80006
 50回用  Cat.No.FG-80050
 250回用  Cat.No.FG-80250

目的 FastGeneTM RNA Premium kitで推奨している「溶出後にDNaseⅠ処理するプロトコル」と
オプションとして用意した「カラム上でのDNaseⅠ処理（オンカラムDNaseⅠ処理）」を比較
して、その優位性を評価しました。

FastGeneTM RNA Premium kit 6回用  Cat.No.FG-81006
 50回用  Cat.No.FG-81050
 250回用  Cat.No.FG-81250

実験条件

背 景

一般的にシリカメンブレンカラム法でのRNA 精製ではDNaseⅠ処理が必須とはされていません。
しかしDNA 感受性が高いダウンストリームアプリケーションの場合、次のDNaseⅠ処理方法を選択することができます。
　* 溶出後にDNaseⅠ処理：FastGeneTM RNA Premium Kitスタンダードプロトコル
　* カラム上でのDNaseⅠ処理 (オンカラムDNaseⅠ処理 )：オプションプロトコル

＜溶出後にDNaseⅠ処理＞
FastGeneTM RNA Premium Kitで推奨している方法です。
本方法の場合、RNAを通常の操作どおりにカラム精製を行っているため、塩類などの不純物は除去されます。このように高純度核酸をDNase
Ⅰ酵素反応に最も適した条件下で処理を行うため、安定して高いDNA 除去効率が期待できます。

＜カラム上でのDNaseⅠ処理（オンカラムDNaseⅠ処理）＞
操作の簡便性から実施されることが多い方法で、具体的には、RNA をカラムに結合後、カラム上でDNaseⅠ処理を行います。カラムによる
RNA 精製では、RNA は塩濃度の高いバッファーを使用することにより、シリカメンブレンに結合させます。しかし、この高塩濃度のバッファー
は、DNaseⅠ処理においては、酵素活性に悪影響を与えます。このため、オンカラムでDNaseⅠ処理をする際には、塩類の除去のために、いった
んシリカメンブレンを適切な洗浄バッファーで洗浄する必要があります。塩類の除去が不十分な場合、DNaseⅠ活性が影響を受け、DNA の除去
効率が下がります。一方で、塩濃度が低いバッファーでは、RNA の結合が弱くなってしまうため、RNA の収量に影響が出るリスクがあります。

通常、DNA 除去効率は次の通りに期待されます。

プレフィルター
　　＋
オンカラムDNaseⅠ処理

プレフィルター
　　＋
溶出後DNaseⅠ処理

オンカラムDNaseⅠ処理シリカメンブレンのみ

DNA除去効率
低い

高い（高純度）

本技術資料では、これらのDNA除去効率が上記の通りの結果になることを示した一例をご紹介します。

評価ポイント:
① 収量 
② RIN値
③ ゲノムDNA残留率

サンプル : Jurkat細胞
5×105 cells /prep
n=3

テスト条件 :
キット名 DNaseⅠ処理

FastGeneTM  なし
Basic kit オンカラム

FastGeneTM  プレフィルター ＋ オンカラム
Premium kit プレフィルター ＋ 溶出後
 なし
Q社 kit オンカラム
 プレフィルター ＋ オンカラム

Ⓐ Ⓑ Ⓒ Ⓓ

Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
Ⓓ
Ⓐ
Ⓑ
Ⓒ
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アプリケーションノート（国内のお客様による評価データ）

褐色脂肪組織からのRNA抽出（応用事例）

マウス乳癌由来FM3A細胞を用いたRNA精製の検討（PCR と電気泳動による確認）

インテグリンの発現定量解析のためのサンプル調製

マウス脳組織（大脳皮質）から抽出したRNAを用いた定量PCR（リアルタイムqPCRおよびデジタルPCR）

フェノールとチオシアン酸グアニジンを用いた方法に比べ、簡便に高純度なRNAが十分量精製できます。

RNA精製において、ダウンストリームに必要な品質・量のRNAを精製するためには最初のステップであるホモジナイズが完
全に実施されることが重要です。
一般的なRNA精製キットにおいて、溶解バッファーを用いたホモジナイズの操作は、物理的に細胞や組織を破砕するだけでな
く、細胞に含まれるRNaseの不活性化をするために行われます。 特に脂肪組織などRNaseを多量に含むような組織や細胞
では、ホモジナイズの操作でいかに早く完全にRNaseを不活性化するかが、良質のRNAを精製する上でのポイントとなります。
FastGeneTM RNA Kit の応用事例として、脂肪組織を用いたRNA精製をご紹介したアプリケーションノートです。

今回、マウスの培養細胞から細胞分裂に関わる遺伝子 A (約 3,500 bp) を単離する目的で本キットを使用しました。
評価のため Q 社のキットと比較したところ、同等の収量と純度で トータル RNA を精製することができました。
得られた RNA から cDNA を合成し、PCR により遺伝子 A の増幅を試みたところ、目的の位置にバンドが検出され
ました。
この断片を精製し、制限酵素を用いてベクターに挿入したところ、問題なく遺伝子 A を単離することができました。
また、当研究室では他にも qRT-PCR で Q 社キットを用いた場合と同等の結果が得られております。
本キットは高い収量で純度の高いRNAを安定的に精製できることに加え、比較的安価であることから、RNA 精製キッ
トに価格と質を求める方には、強くお勧め致します。

時に多量のサンプルからRNAを抽出しなければならない時がありますが、このキットだと操作が30分程度で終了し、
値段も安価。
収量もまったく問題ない量とれるので、重宝しています。純度・濃度ともに問題なく抽出できている事からも御社の
RNA抽出キットの良さを様々な面で感じました。

FastGeneTM RNA精製トライアルキットにより抽出したRNAを用いたqPCR実験およびddPCR実験を行いました。
結果はこれまでのものと遜色なく、全く問題ない（むしろ良い）、との結論に至りました。
抽出したRNAの精製度が、これまでの手法で得られたものより非常に高かった点にも満足しております。
本来、NALCNチャネルは in vivo 脳組織内での検出が非常に困難なタンパクです。そこで、タグ配列を付加し
たNALCNタンパクを発現する脳組織に対し、タグ抗体を用いてより高精度にNALCNを検出することを目的とし、
CRISPRで遺伝子改変マウスを作成しました。その結果、脳組織ライセートを用いたウエスタンブロットにて非常に特
異性の高いシグナルを確認することができました。
今回のPCR実験結果より、野生型との比較でmRNA発現量には変化がないということが示され、NALCNタンパクそ
のものの発現量にもおそらく影響がないだろうことが期待されます。今後は、タグ付加型タンパクを発現する遺伝子
改変マウスを用いて、NALCNチャネルの分子特性についてより詳細に解析したいと考えています。

Application Note 2017〈26〉

Application Note 2017〈15〉

Application Note 2017〈12〉

Application Note 2017〈17〉

WEBで
読めます！

WEBで
読めます！

WEBで
読めます！

WEBで
読めます！

Neuro2a細胞（マウス由来Neuroblastoma）を用いたRNA精製の検討（リアルタイムqPCRによる確認）

Q社製品をこれまで用いてきたが、FastGeneTM RNABasicキットは操作性も良く、また収量、純度も遜色ない結果
が得られた。

「培養細胞からのRNA精製」　「DNase処理なし」　「ダウンストリームはqPCR」
という最もスタンダードな使用方法で、Qiagen RNeasy miniキットと同等に使用できた、という結果になっています。

Application Note 2017〈14〉

WEBで
読めます！
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製品名

メーカー名

Neuro2a細胞（マウス由来Neuroblastoma）を用いた
RNA精製の検討（リアルタイムqPCRによる確認）

FastGeneTM RNA Basic Kit（FG-80050, FG-80250）

日本ジェネティクス株式会社

下記のデータは、国立研究開発法人 国立精神・神経医療研究センター 神経研究所 疾病研究第五部様のご厚意により、掲載させていただきました。

方 法

条 件

マウス由来のNeuroblastoma Neuro2a細胞を６つに分け（１チューブあたり
1,000,000 cells）、それぞれ３つずつからQ社キットとFastGeneTM 
RNABasicキットによるRNA精製を行った。
RNA 1μgをTOYOBO社のReverTra Aceを用いて20μLの反応系で逆転写した。
逆転写反応サンプルをMQ水で20倍希釈し、１μLをqPCR に供した。
qPCR反応にはTOYOBO社のTHUNDERBIRD SYBR qPCR Mixを用い、
actinおよびGeneAを目的遺伝子としてApplied Biosystems社
7300 Real-Time PCR Systemで増幅、測定した。

結 果

RNA sample  (μg) Mean (μg) A260/280 A260/230

 1 17.6625  2.05 2.31

Q社 2 18.4535 18.7547 2.05 2.47

 3 20.1480  2.04 2.50
 1 18.9745  2.08 2.33

FastGeneTM  2 21.4340 19.8202 2.06 2.49
  3 19.0520  2.07 2.42

Q社キットとの比較において、収量、純度ともほとんど差はない。

収量と純度

1．RNA精製
サンプルの種類 ：Neuro2a細胞（マウス由来Neuroblastoma）
サンプル量 ：1.0×106 cells / prep
RNA精製キット ：①Q社キット、②FastGeneTM RNA Basic Kit（各n＝3）
DNase I 処理 ：①、②とも未実施
RNA溶出バッファー量 ：①、②とも30μL

2．逆転写反応
インプットRNA量 ：1μｇ（1反応20μLあたり）
逆転写酵素 ：ReverTra Ace（TOYOBO社）

3．リアルタイムqPCR
インプットｃDNA量 ：20倍希釈した逆転写反応液1μL（1反応 20μLあたり）
ｑPCR試薬 ：THUNDERBIRD SYBR qPCR Mix（TOYOBO社）
ｑPCR装置 ：Applied Biosystems 7300 Real-Time PCR System

反応プログラム：
 アニーリング 30℃・10min
　　↓
 酵素反応 42℃・30min
　　↓
 変性  99℃・5min

反応組成：
　total RNA 1μg
　Random Primers (25 pmoles/μl)  1μl
　5×Buffer 4μl
　10mM dNTPs 2μl
　ReverTra AceR (100units/μl) 1μl

（Total Volume 20μl）

yield purity

NanoDrop
（Thermo ScientificTM 社）にて測定

・n=3
・DNase I 処理なし
・30μL溶出

・RNAサンプル 
  1μg/20μL反応

・20倍希釈
  cDNAテンプレート
  1μL/20μL反応
・n＝3

1チューブあたり
1.0×106 cells

① Q社キット

② FastGeneTM

RNA Basic Kit

逆転写反応

リアルタイムqPCR

RNA精製RNA精製

培養細胞Neuro2a

［検討方法ワークフロー］
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製品名

メーカー名

概  要

マウス乳癌由来FM3A細胞を用いたRNA精製の検討
（PCRと電気泳動による確認）

FastGeneTM RNA Premium Kit（FG-81050, FG-81250）

日本ジェネティクス株式会社

下記のデータは、東京理科大学基礎工学部生物工学科 ゲノム生物学研究室（村上研究室）柏葉 脩一郎 様のご厚意により掲載させていただき
ました。

近年、主要な生物種において、全遺伝情報（ゲノム）の解析が完了し、すべての遺伝子の塩基配列が明らかになりました。
当研究室では、このゲノム情報の活用によりヒトやマウスにおける遺伝子発現のメカニズムの解明や疾患を治療するための基盤となる研究を行っ
ています。マイクロアレイや RNA-seq により組織や細胞内における遺伝子発現パターンを解析する等、基礎と応用の両面から研究を進めていま
す。RNAは不安定なため、実験に用いる際は特に安定的に精製できることが重要になってきます。
今回は、RNAの精製にFastGeneTM RNA Premium Kitが従来のキット（Q社製品）と比較して、同等に使用できるか検討しました。

準  備 ワークフロー

● RNA精製条件
 サンプルの種類 ：マウス乳癌由来FM3A細胞
 サンプル量 ：4×106 cells
 DNaseⅠ処理 ：FastGeneは溶出後にDNaseⅠ処理、
   Q社はカラム上でのDNaseⅠ処理
 RNA溶出バッファー量 ：30μL
● 逆転写条件
 インプットRNA量 ：1μg（1反応20μLあたり）
 逆転写酵素 ：ReverTra Ace（TOYOBO社）

● PCR条件
 インプットcDNA量 ：1 μL（逆転写条件の反応液）
 PCR試薬 ：KOD - Plus- Neo (TOYOBO 社)
 PCR装置 ：T100（Bio-Rad社）
● 電気泳動条件
 1 %TAEアガロースゲル, 100 V, 30 min
 核酸染色試薬 ：エチジウムブロマイド（後染め）
 イルミネーター ：UV（ATTO社AE-6932GXESプリントグラフ）
 RNAの泳動時には、ホルムアミドを含むローディングバッファーを使用

2) カラム結合

3) メンブレン洗浄

4) DNaseⅠ反応

5) メンブレン洗浄

6) 溶出

Q社

2）ライセートの清透化

3）カラム結合

4) メンブレン洗浄

5) 溶出

6) DNase I 反応

7) カラム結合

8) メンブレン洗浄

9) 溶出

FastGeneTM RNA Premium kit

反応プログラム：
　アニーリング 30℃・10min
　　↓
　酵素反応 42℃・30min
　　↓
　変性  99℃・5min

反応組成：　 + RT  -RT 
total RNA 5 μg 5 μg
D.W. 12-X μL 13-X μL
oligo dT20 Primer（10μM） 1 μL 1 μL
5×Buffer 4 μL 4 μL
10 mM dNTPs 2 μL 2 μL
ReverTra Ace（100 U/μL） 1 μL 0 μL
（Total volume 20 μL 20 μL ）

濃度測定（吸光度）

逆転写

PCR増幅

電気泳動

マウス乳癌由来FM3A細胞

弊社FastGeneTM RNA Premium Kitの推奨プロトコルは、「溶出後に
DNaseⅠ処理」を行います！
しっかりとDNaseⅠ処理して、gDNA除去をされたいお客様には、「溶出
後にDNaseⅠ処理」をオススメします！
gDNA除去効率
カラム上でのDNaseⅠ処理 ＜ 溶出後にDNaseⅠ処理
詳しくはこちらの資料をご覧ください！
http://www.n-genetics.com/file/TDS_2017_02_FastGene.pdf

1）細胞の溶解とホモジナイズ 1）細胞の溶解と
　 ホモジナイズ

（タンパク除去と塩類の除去）

（塩類と分解DNAの除去）

溶出後に
DNaseⅠ処理

カラム上での
DNaseⅠ処理
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製品名

メーカー名

インテグリンの発現定量解析のためのサンプル調製

FastGeneTM RNA Premium Kit（FG-81050, FG-81250）

日本ジェネティクス株式会社

下記のデータは、広島大学大学院医歯薬保健学研究科 インテグリン治療開発フロンティア研究室  大谷 水景 様のご厚意により掲載させてい
ただきました。

お客様のコメント

時に多量のサンプルからRNAを抽出しなければならない時がありますが、このキットだと操作が30分程度で終
了し、値段も安価。
収量もまったく問題ない量とれるので、重宝しています。純度・濃度ともに問題なく抽出できている事からも御
社のRNA抽出キットの良さを様々な面で感じました。

概 要

実験条件 結 果

● サンプル
　ヒト結腸癌由来株化細胞（SW480 細胞）6×106 cells
　※10cm Dish で90％コンフルエント程度あったもの
● 前処理方法：1×PBS（-）で1 回wash をおこなった
● 溶出バッファー RE 量：20μL
● 収量・純度測定装置：NanoDropTM 2000
 　　（Thermo Fisher Scientific）
● 逆転写反応条件
　インプットRNA量：2.5 μg（1 反応20 μL あたり）
　逆転写酵素：ReverTra Ace（TOYOBO）
● リアルタイムPCR 条件
　インプットcDNA量：逆転写反応液 1 μL（1 反応20 μL あたり）
　リアルタイム試薬：Brilliant III Ultra-Fast SYBR Green QPCR 
 Master Mix（Agilent Technologies）
　リアルタイム装置：7300 Real-Time PCR System
 （Applied Biosystems）

 
収   量

 　　　　　  純　度 
  A260/A280 A260/A230

 3.8 mg/ml
 （20μL溶出） 2.12 2.16

iPS細胞におけるインテグリンの役割を調査したいと考え、発現しているインテグリンの種類を qPCRによって確認する事にした。私たちが
注目しているインテグリン数種類について詳しい考察が出来る様、それらのインテグリンを発現していると報告があった SW480をコントロー
ルとして用いる事にした。
その際のサンプル調製にて、FastGeneTMキットを用いた RNA抽出をおこなった。
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qPCRによる各種インテグリンの発現定量結果

サンプル量

6×106 cells

RNA抽出結果

Q.インテグリンって何？

細胞の表面にある細胞接着分子。構造はα鎖とβ鎖の 2 つのサブユニットからなる
タンパク質分子であり、それぞれ異なるα鎖、β鎖が多数存在するため、その組み合
わせによって多種のインテグリンが存在する。

各インテグリンはそれぞれ特異的な細胞外マトリックスの受容体としての機能を持ち、
細胞外マトリックス（または細胞）との細胞接着を基本とし、細胞の伸展や移動、増殖、
発生における組織形成、細胞外からの情報の伝達、がんの転移、組織の修復・血液凝
固など多くの役割を持っている。

細胞外マトリックス

インテグリン

α鎖 β鎖

細胞膜

細胞内

細胞外

ヒト骨髄由来間葉系幹細胞の発現定量解析（プライマーチェック）

LightCycler®を購入し、Roche社の試薬を販売する日本ジェネティクスに相談したところ、安価で品質が良いとお
すすめされたため、RNA精製では手間がかかるが、初心者の多い研究室でもしっかりと精製できているため満足です。
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製品名

メーカー名

本実験の目的

実験条件

ヒト骨髄由来間葉系幹細胞の発現定量解析
（プライマーチェック）

FastGeneTM RNA Premium Kit（FG-81050, FG-81250）
日本ジェネティクス株式会社

製品名

メーカー名

Transcriptor Universal cDNA Master（05893151001）
ロシュ・ダイアグノスティックス株式会社

製品名

メーカー名

KAPA SYBR Fast qPCR Kit（KK4610, KK4611）
KAPA BIOSYSTEMS 社

下記のデータは、学校法人トヨタ学園 豊田工業大学 先端工学専攻 高分子ナノ複合材料研究室  古谷 充 様のご厚意により掲載させていただき
ました。

弊社製品でトータルサポートができました！

Step 1

RNA cDNA合成

RNA抽出 Step 2 逆転写 Step 3 発現定量解析

細胞 GG A

A C

C

T

FastGeneTM RNA Kit Transcriptor Reverse Transcriptase
KAPA SYBR Fast qPCR Kit

LightCycler® 96 system

テンプレート
RNA

1）hMSC（ヒト間葉系幹細胞）の軟骨分化と骨分化誘導を実施する予定があるため、事前準備として、hMSC-BM（ヒト骨髄由来間葉系幹細胞）
を用いて次の10種類の遺伝子をターゲットにしたプライマーチェックを行った。

遺伝子：ACTB、GAPDH、RUNX2（2種）、ALPL、Collagen Type I 、SP7/Osterix、BGLAP（2種）、SOX9、Aggrecan、Collagen Type II（11種）

2）逆転写反応の推奨インプットRNA最大値である2.5 µgでもqPCRによる解析に使用できるか検証した（Sample A）。

■ RNA抽出　FastGeneTM RNA Premium Kit
　　• 初発サンプル：hMSC-BM（ヒト骨髄由来間葉系幹細胞）1.8×106 cell
　　• 溶解バッファー RL量：600 µL
　　• サンプル前処理：細胞に溶出バッファー RL（600 µL）を添加して、 ホモジナイズせずにボルテックスのみで溶解させた。
　　• 溶出バッファー RE：50 µL
　　• 収量・純度測定：NanoDrop One（Thermo Fisher Scientific社）

■ 逆転写　Transcriptor Universal cDNA Master
　　• インプットRNA量：total RNA 1.0 µg（Sample B） または 2.5 µg（Sample A）
　　• プライマーの種類：ランダムヘキサマープライマー
　　• 反応組成： RNA 1.0 µg

  or 2.5 µg 
Transcriptor Universal Reaction Buffer 4 µL
Transcriptor Universal Reverse Transcriptase 1 µL 
Distilled Water up to 20 µL

total 20 µL

　　• 反応プログラム： 
 アニーリング 25℃・5 min
　　 　↓
 酵素反応 55℃・10 min
　　 　↓
 変性失活 85℃・5 min
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製品名

メーカー名

褐色脂肪組織からのRNA抽出（応用事例）

FastGene™ RNA Basic Kit（FG-80050, FG-80250）

日本ジェネティクス株式会社

本アプリケーションノートのポイント

RNA精製において、ダウンストリームに必要な品質・量のRNAを精製するためには最初のステップであるホモジナイズが完全に実施され
ることが重要です。
一般的なRNA精製キットにおいて、溶解バッファーを用いたホモジナイズの操作は、物理的に細胞や組織を破砕するだけでなく、
細胞に含まれるRNaseの不活性化をするために行われます。  特に脂肪組織などRNaseを多量に含むような組織や細胞では、
ホモジナイズの操作でいかに早く完全にRNaseを不活性化するかが、良質のRNAを精製する上でのポイントとなります。
FastGene RNA Kitの応用事例として、脂肪組織を用いたRNA精製をご紹介します。

下記のデータは、国内のお客様のご厚意により掲載させていただきました。

ワークフロー

サンプル準備

　⬇
ホモジナイズ

　⬇

カラム結合条件の調製

　⬇

カラム結合

　⬇

メンブレン洗浄

　⬇

メンブレン乾燥

　⬇

溶出（溶出量：50 µL）

　⬇
収量・純度測定（結果①）
品質チェック（結果②）

　⬇
逆転写反応

　⬇
リアルタイム PCR（結果③）

RL buffer 600 µL＋1 M DTT 40 µL　組織片を添加
　　　↓
電動ホモジナイザーによるホモジナイズ（17700×gで5分間遠心）
　　　↓
上清400 µL程度分取後70% EtOH 400 µLと混合　
※上清分取の際に脂肪分をとらないように注意！

■ ホモジナイズ条件

■ サンプル情報
　 マウス 肩甲骨間褐色脂肪組織　30 - 50 mg

ここがポイント！

■ 収量・純度測定
　 装置：SimpliNano（Biochrom社）

■ 品質チェック
　 試薬：Agilent RNA 6000 Nano Chips
　 装置：Agilent 2100 Bioanalyzer

■ 逆転写反応
　 インプットRNA量：0.5 µg（1反応10 µLあたり）
　 逆転写酵素：ReverTra Ace® qPCR RT Master Mix with gDNA Remover 
　　　　　　　 （Code No. FSQ-301）

■ リアルタイムPCR条件
　 インプットcDNA量：200倍希釈物を5 µL（1反応15 µLあたり）
　 試薬：KAPA SYBR Fast qPCRキット（Universal qPCRキット）
　 装置：LightCycler 96

　　● 反応組成

　　● プログラム

実験条件

Initial denature 95 ℃ 10 min
Denature 95 ℃ 10 sec
Annealing 60 ℃ 10 sec　　45 cycles
Extension 72 ℃ 10 sec
Melting

KAPA SYBR FAST qPCR Master Mix（2X） 7.5  µL
10 μM forward primer 0.5 µL
10 μM reverse primer 0.5 µL
Template DNA 5 µL
MQ water 1.5 µL
total 15 µL

（タンパクと塩類の除去）
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製品名

メーカー名

背 景

実験条件

マウス脳組織（大脳皮質）から抽出したRNAを用いた
定量PCR（リアルタイムqPCRおよびデジタルPCR）

FastGeneTM RNA Premium Kit（FG-81050, FG-81250）

日本ジェネティクス株式会社

下記のデータは、筑波大学 国際統合睡眠医科学研究機構 柳沢・船戸研究室 藤山 知之 様のご厚意により掲載させていただきました。

睡眠は動物に普遍的に認められる行動ですが、これを制御する神経科学的メカニズムはいまだ不明です。睡眠・覚醒行動を制御するメカニズム
や神経回路機能の解析等には、基礎研究による分子機構の解明が必要であり、現在はマウスを含む様々な動物種を用いた研究が進められていま
す。我々の研究室ではフォワード・ジェネティクスを用いて睡眠・覚醒の分子メカニズムを担う新規遺伝子の探索を行い、レム睡眠時間が顕著に
短縮するマウス家系Dreamlessを樹立することに成功しました。さらに、その原因遺伝子が非選択的陽イオンチャネルNALCNをコードする
Nalcn遺伝子であることを見出しました（Funato, Fujiyama et al., Nature 2016）。
本アプリケーションノートでは、CRISPR/Casシステムを用いてN末端にFLAG-HAタグ配列を挿入したNalcn遺伝子改変マウス脳組織における
Nalcn遺伝子のmRNA発現量を調べるためにサンプルの調製を行いました。成体マウス大脳皮質細胞より本Kitを用いてmRNAを抽出後、逆転写
によりcDNAを合成し、リアルタイムqPCR（qPCR）およびDropletデジタルPCR（ddPCR）によりNalcn遺伝子の発現量の解析を行いました。
本アプリケーションノートではPCR実験までの一般的なサンプル調製のフローの中でFastGene製品を使用できた実例をご紹介します。

今回、Nalcn遺伝子のタンパクコード領域のN末にFLAG-HAタグ配列を挿入した遺伝子改変マウス系統（NalcnFLAG-HA/+）3系統（mouse A, B, 
C）のマウス脳組織（大脳皮質）からRNAを抽出した。A, B, C の違いはCRISPRによって作成されたマウス系統の系統樹立に使用した最初の親
マウスが異なる点である。
再現性をとるため、手法が異なるリアルタイムqPCRおよびDropletデジタルPCRにて、Nalcn遺伝子ターゲット領域1および2に対し、
GAPDHをリファレンス遺伝子とした発現定量解析を行った。

1．RNA精製

4. デジタルPCR
インプットcDNA量 ： 希釈なし逆転写反応液　1μL
ddPCR試薬 ：ddPCR™ EvaGreen Supermix
  （#1864034）（Bio-Rad）
dPCR装置  ：QX200TM Droplet DigitalTM 
  PCR システム（Bio-Rad）

2．逆転写反応
インプットRNA量 ： 0.2μg  
逆転写酵素名 ： PrimeScript RT PCR Kit（#RR014A）（Takara） 

〈反応組成反応プログラム〉
Total RNA 0.2 μg
Random 6mers（20μM） 0.5 μL
Oligo dT Primer（2.5μM） 1 μL
dNTPs（10mM each） 1 μL
RNase Free dH2O up to 10.5

（Total Volume  10.5 μL）
　

➡

アニーリング　65℃ ・ 5min
　

➡

5×Buffer  4 μL
RNase Inhibitor 0.5 μL
PrimeScript RTase  0.5 μL
RNase Free dH2O up to 20

（Total Volume 20 μL）
　

➡

　
酵素反応　　42℃ ・ 30min
　

➡

変性 　　　　95℃ ・5min

RNA精製キット   Q社キット  FastGeneTM RNA Premium Kit

サンプル  　　　　　　　　　　マウス脳組織（大脳皮質）＞20mg   各キット6個体ずつ使用

溶解バッファー量 1,000μL  600μL※

DNase I 処理  未実施  推奨プロトコルどおり実施

RNA溶出バッファー量  50μL ※ ラージインプット推奨量のとおり

3．リアルタイムqPCR
インプットcDNA量 ： 希釈なし逆転写反応液　1μL
qPCR試薬 ： SYBR® Premix Ex Taq™ II 
  （Tli RNaseH Plus）（#RR820A)（Takara）
qPCR装置 ：ViiATM 7リアルタイムPCRシステム
  （Thermo Fisher Scientific）



6

大腸菌（15 kb以下のプラスミド）

精製方法 シリカメンブレン法（遠心）
処理容量 培養液 1～ 5 mL（ローコピーでは 5～ 10 mL）
結合容量 40 µg
溶出量 50 µL
プラスミドサイズ 15 kb以下
操作時間 26分（ローコピーでは36分）

プラスミドDNAシリカメンブレン法

Cat.No. 入  数 価格（税抜）

FG-90402 100 preps ¥13,800 
FG-90502 300 preps ¥28,000 

F
ファストジーン

astGeneTM P
プラスミド

lasmid M
ミニ

ini Kit
シーケンスグレードのプラスミドDNA精製

• 新バッファーシステム採用でより安定した収量が得られます。

• 遠心／吸引どちらも使用可能

• より簡便に早く精製したい場合には、Fastプロトコルが使用可能

仕　様

特　長

対象サンプル

マウス由来骨芽細胞特異的遺伝子
の発現ベクターへの挿入

メダカの組織特異的遺伝子を
ターゲットとした in situ ハイブリ
ダイゼーションのサンプル調製

FastGeneTM Plasmid Mini Kitを
使用したプラスミドの精製

骨代謝という分野での研究を昨年から始め
ました。持ち合わせている技術を用いて研
究を展開しています。貴社の製品は経済的
にも品質も優れていると思っています。

簡便・迅速なプロトコルかつ低コストとい
うことでFastGeneのExtractionキット、
Plasmid miniキットを使用しています。
またゲル抽出の際にはこれまでカミソリ刃
を用いていたのですが、ゲルカッターを使う
ようになってから非常に作業が楽になりまし
た。ゲルカッターは洗って繰り返し使って
いますが今のところコンタミもなく使えて
います。

精製度や回収率が安定しており、コストパ
フォーマンスも高いと思います。
個人的には、コレクトチューブからカラムを
引き抜く際、もう少しスムーズに抜けるとさ
らに使いやすいかと思いますが、総じてハン
ドリングに煩雑さはなく、ストレスなく短時
間で多検体の処理ができました。

Application Note 2017〈06〉 Application Note 2016〈27〉 Application Note 2016〈25〉
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製品名

メーカー名

マウス由来骨芽細胞特異的遺伝子の発現ベクターへの挿入

FastGeneTM Gel/PCR Extraction Kit（FG-91302）
FastGeneTM Plasmid Mini Kit（FG-90502）
FastGeneTM ゲルカッター（FG-830）
日本ジェネティクス株式会社

下記のデータは、K大学のお客様のご厚意により掲載させて頂きました。

概 要

実験準備

プロトコル

 1． RNA抽出

 2． cDNA合成

 3． PCR反応 ‒‒‒ KAPA HiFi HS ReadyMixを使用してcDNAの増幅を行った。

 4． 電気泳動 ‒‒‒ ゲルカッターでゲルの切り出しを行った。 （結果1）

 5． ゲル抽出 ‒‒‒ FastGeneTM Gel/PCR Extraction Kitを使用してゲル抽出を行った（溶出バッファー量30μL）。
  　　　　　　（※回収率を上げるために、サンプル準備の時にイソプロパノールを100μL添加した。）

 6． 制限酵素処理 ‒‒‒ 制限酵素で目的の遺伝子サイズに切断した。

 7． ライゲーション ‒‒‒ ベクター pcDNA3.1にサンプルをライゲーションした（インサートサイズは1.7kb）。

 8． 大腸菌へ形質転換 ‒‒‒ 大腸菌DH5αに形質転換をし、プレート培養をした。

 9． コロニー PCR ‒‒‒ KAPA 2G Fast HotStart PCR Kit without dNTPを使用して、増幅を行った。

 10． 電気泳動によるサイズ確認（インサートチェック）

 11． 10の大腸菌培養 ‒‒‒ LB培地3 mLで培養

 12． プラスミド精製 ‒‒‒ FastGeneTM Plasmid Mini Kitを使用して、培養液2 mLを精製した。
   （※溶出バッファーは50μLを使用し、回収率を上げるため50℃程度に加温した。）

 13． 電気泳動によるサイズ確認（プラスミドチェック） （結果2）  

 14． シーケンス ‒‒‒ ナノドロップでDNA濃度・純度を測定し、シーケンスに供した。 （結果3および4）

 15． 培養細胞へ遺伝子導入

FastGeneTM 
Gel/PCR Extraction Kit

FastGeneTM ゲルカッター

● サンプル ：マウスの頭蓋骨より培養した骨芽細胞（初代培養細胞）
　 大腸菌株 ：DH5α
　 ベクター ：pcDNA3.1（5.3～5.4kb）※インサート (1.7 kb)を含まない
● PCR酵素 ：KAPA HiFi HS ReadyMix（KK2601, KK2602）
  KAPA 2G Fast HotStart PCR Kit without dNTP（KK5523）
● 核酸精製 ：FastGeneTM Gel/PCR Extraction Kit
  FastGeneTM Plasmid Mini Kit
● ラダー ：1kb DNA Ladder（NE-MWD1）
　 ゲル切り出し ：ゲルカッター（FG-830）
● 核酸染色試薬 ：SAFELOOK™ プレグリーン核酸染色液（和光純薬工業株式会社）
　 イルミネーター ：UV
● PCR装置 ：T100™ サーマルサイクラー（Bio-Rad）
  GeneAmp PCRシステム 9700（Applied Biosystems）

骨粗鬆症発症のメカニズムや骨芽細胞の機能解析等には、基礎研究による分子機構の解明が必要となり、現在はマウスや臨床での研究が進めら
れています。
本アプリケーションノートではマウス骨芽細胞の機能解析をするためにサンプルの調製を行いました。
マイクロアレイで同定した骨芽細胞に発現している遺伝子を発現ベクターにクローニング後、培養細胞へ遺伝子導入し、機能解析を行いました。
本アプリケーションノートではシーケンスまでの一般的なサンプル調製のフローの中でFastGeneTM 製品を幅広く使用できた実例をご紹介します。

FastGeneTM 
Plasmid Mini Kit
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製品名

メーカー名

メダカの組織特異的遺伝子をターゲットとした
in situ ハイブリダイゼーションのサンプル調製

FastGeneTM Gel/PCR Extraction Kit（FG-91302）
FastGeneTM Plasmid Mini Kit（FG-90502）
FastGeneTM ゲルカッター（FG-830）

日本ジェネティクス株式会社

下記のデータは、岡山大学大学院 医歯薬学総合研究科 細胞組織学分野 佐藤恵太 様のご厚意により掲載させて頂きました。

目 的

ワークフロー

 1． サンプル（メダカ脳、眼球）からRNA抽出

 2． 抽出したRNAから逆転写して、cDNAを合成

 3． 特異的プライマーによりターゲット遺伝子を

  TaKaRa PrimeSTAR® MaxでPCR増幅
　　 　　※増幅サイズ（500 - 2500 bp）

 4． PCR産物を電気泳動

 5． ゲルを切り出す（図1）

 6． Gel/PCR Extraction Kitを使用して、抽出
  　　※溶出バッファーの使用量：20μL
  　　※回収DNA濃度：約5μg/mL（普段はここで定量しない）

 7． PCR産物をpBluescriptII KS＋（EcoRV処理）にライゲーション
  （TOYOBO Ligation high ver. 2使用）

 8． 大腸菌DH5αにトランスフォーメーションしてX-gal, アンピシリン塗布LBプレートへ

 9． 白コロニーをつついてレプリカプレートを作製する 

 10． コロニー PCRでインサートの長さを確認
  　　※プライマー：T7,T3 プライマー
  　　※ポリメラーゼ：Takara Emerald amp max またはGenedire X OnePCR 

cDNA合成

PCR

電気泳動

形質転換

FastGeneTM Gel/PCR Extraction Kit

FastGeneTM ゲルカッター

 11． 1/50程度に希釈したPCR産物とT7プライマーをシーケンス反応
  （BigDye terminator v1.1使用）
   ※PCR 産物の精製はしない

 12． 反応産物をエタノール沈殿後、HiDi formamide に溶解してシーケンス解析（図2）
  （ABI3130使用）

 13． インサートのシーケンスが確認できた大腸菌クローンを、
  step9 で作製したレプリカプレートから液体培養（37℃終夜振盪）

シーケンス

特徴
• アガロースゲルから簡単にバンドの切り出
しが可能です。
• 切り出し操作がとても早くなりDNAへの
ダメージが少なくなります。
• 同じゲルから切り出した断片は基本的に同
じ重さになり秤量の手間を省けます。
• イルミネーター表面の
フィルターを傷つけて
しまうことも低減でき
ます。

特徴
• 遠心／吸引どちらも使用可能
• PCR 産物の精製、アガロースからの DNA
の抽出の両方に使用できます。
• ゲル切片の切り出しに便利な“ゲルバンド
カッター”が 5 個付属しています。

メダカの組織特異的遺伝子をターゲットとした in situ ハイブリダイゼーションを行うために、メダカ組織からRNAを抽出し、ターゲット遺伝子
を増幅し、シーケンスに供した。
その後、RNA合成用のプラスミドを調製し、RNAを合成した後、目的の遺伝子の in situ ハイブリダイゼーションを行った。

本アプリケーションは、メダカの神経組織（網膜・脳）に
おいて、光受容に関わる種々の遺伝子が機能する細胞群を
メッセンジャー RNAの発現を指標に可視化する目的で
行った。

画像①：サンプル（メダカ）
画像②：メダカ組織（網膜）の 
 in situ ハイブリダイゼーションの結果① ②
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製品名

メーカー名

FastGeneTM Plasmid Mini Kitを使用したプラスミドの精製 

FastGeneTM Plasmid Mini Kit（FG-90402）
日本ジェネティクス株式会社

下記のデータは、山口大学 医学部薬理学講座　本田健 様のご厚意により掲載させていただきました。

実験条件

結 果

● サンプル
　 大腸菌株：TOP10
　 ベクター：pGL4 Vector 4.3kb（インサートサイズ 0.5～2kb）  ※インサート：プロモーター領域
　 キットへの使用量：LB培地 2.5 mL

● 手順
1．プラスミドDNAを形質転換したTOP10をLB培地で培養した
2．培養2.5mLスケールから大腸菌を回収し、FastGeneTM Plasmid Mini Kit にてプラスミドDNA を精製した（溶出バッファー 50μL）
3．DNA収量を吸光度計（NanoDrop）で測定した（結果①）
4．制限酵素消化し、電気泳動により想定の断片パターンかどうか確認した（結果②）
5．トランスフェクション後、ルシフェラーゼ活性の測定を行った（結果③）
 　検出装置：パーキンエルマー社の2030 ARVO X シリーズ　マルチラベルリーダー

① 得られたDNAと純度

② 電気泳動 ③ ルシフェラーゼ活性の測定

# 溶出バッファー量（µL） yield（µg） Nucleic AcidConc.Unit  A260 A280 A260/A280 A260/A230
pGL4-prom-498 50.0  16.3072 332.8ng/µL 6.656 3.511 1.90 2.20

pGL4-prom-998 50.0  14.2541 290.9ng/µL 5.818 3.088 1.88 2.17

pGL4-prom-1489 50.0  16.2092 330.8ng/µL 6.617 3.655 1.81 1.97

pGL4-prom-1994 50.0  23.4465 478.5ng/µL 9.571 5.063 1.89 2.24

精製プラスミドを制限酵素チェックに用いた
条件： 1 レーン10μL (250ng) 使用、TAE バッファー、
 0.7％TAE アガロース、100V・30分

想定の断片を確認後、マウス筋芽細胞C2C12細胞に導入し、レポータージーン
アッセイを実施した
Lipofectamine2000にてDNA 0.2μg を 10^5 cellsに導入した
24h後に刺激を与え、細胞ライセートを回収し、ルシフェラーゼ活性を測定した

刺激により、全てのプロモーターでルシフェラーゼ活性が促進された

数値は想定の塩基長bp
※500bp以下のバンドはゲル画像では検出されていません。

FastGeneTM Plasmid Mini Kit で抽出したプラスミドを使用して、トランスフェクション（ルシフェラーゼ活性）を試みました。

A B

プロモーターを挿入したベクターA B ベクターのみ
（インサートなし）

お客様のコメント

精製度や回収率が安定しており、コストパフォーマンスも高いと思います。
個人的には、コレクトチューブからカラムを引き抜く際、もう少しスムーズに抜けるとさらに使いやすいかと思い
ますが、総じてハンドリングに煩雑さはなく、ストレスなく短時間で多検体の処理ができました。

アプリケーションノート（国内のお客様による評価データ）
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2種類のアプリケーションに使用可能

• ゲル切片〜300 ｍg　　　

• PCR反応液〜100 µL

精製方法 シリカメンブレン法（遠心）
結合容量 10 µg
DNA有効分離領域 50 bp～約10 kbp
溶出量 20～ 50 µL
操作時間 20分（ゲル切片の切り出し／溶解時間は含みません）

Cat.No. 入  数 価格（税抜）

FG-91202 100 preps ¥13,800
FG-91302 300 preps ¥28,000

F
ファストジーン

astGeneTM Gel/PCR E
エクストラクション

xtraction Kit
アガロースゲルからのDNA抽出／PCR産物の精製

• 遠心／吸引どちらも使用可能

• PCR産物の精製、アガロースからのDNAの抽出の両方に使用できます。

• ゲル切片の切り出しに便利な“ゲルバンドカッター”が5個付属しています。

仕　様

特　長

対象サンプル

シリカメンブレン法 DNA PCR産物 アガロースゲル切り出し

植物サンプル由来クローニング阻
害物質を除去するための
アガロースゲルからのDNAの抽出

エゾヤマザクラの細根
（内生糸状菌）のPCR産物の精製

アガロースゲルからの
PCR産物の抽出

今回、全核酸増幅後、ターゲットが含まれる
領域（500-1000 bp）のみを得るために、本
キットを使用し、ゲルの切り出し精製を実施
しました。当然ながら、この工程により、ク
ローニング効率（ターゲットがインサートさ
れる確立）が上がり、相同性解析において、目
的とする配列データが検出される率も上が
りました。
サンプルAは、目的とする領域がほとんど増
幅されていなかったため、精製後の回収率
は、０に近い値を
示しています。一
方、サンプルBは、
目的領域が増幅
されていたため、
サンプルAとは反
対の結果となりま
した。

試供品を使ってみて、とても切り出しやす
かったので購入しました。
一つの根の試料から複数の菌が検出される
ことがあるため、個々のバンド（菌 種）を切
り出してシーケンス解析を行っています。

DNA精製カラムの中では現在、最高のコスト
パフォーマンスだと思います。
当製品を用いて100 bp程の小DNA断片で
も上記実験例のような収量を得ることがで
きました。普段の実験の目的には十分だと
思います。また、ルーチンワークの省力化に
は常にコストの問題が付き纏いますが、当製
品では値段もやっとここまで来たかという
レベルまで下げて頂いているように思います
（何せ、他社のカラムのみの製品を買うより
安い!）。

Application Note 2016〈04〉 Application Note 2016〈11〉 Application Note 2013〈29〉
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製品名

メーカー名

植物サンプル由来クローニング阻害物質を除去する
ためのアガロースゲルからのDNAの抽出

FastGeneTM Gel / PCR Extraction Kit（FG-91202, FG-91302）

日本ジェネティクス株式会社

お客様のコメント

今回、全核酸増幅後、ターゲットが含まれる領域（500-1000 bp）のみを得るために、本キットを使用し、ゲルの
切り出し精製を実施しました。当然ながら、この工程により、クローニング効率（ターゲットがインサートされる
確立）が上がり、相同性解析において、目的とする配列データが検出される率も上がりました。
サンプルAは、目的とする領域がほとんど増幅されていなかったため、精製後の回収率は、０に近い値を示して
います。一方、サンプルBは、目的領域が増幅されていたため、サンプルAとは反対の結果となりました。

下記のデータは、株式会社ファスマック 事業開発部（種苗検査担当）大﨑康平 様のご厚意により掲載させていただきました。

方 法

結 果

● サンプルの条件
 種類 ：植物葉　2種類
 処理 ：核酸抽出後、RT-PCR・全核酸増幅、ゲル抽出
 キットへの使用量 ：アガロースゲル200mg程度
● 溶出バッファーの使用量
　　50μL

1. 核酸抽出後、RT-PCRを行った
2. 2% TAE アガロース 100V 20min で電気泳動を行いDNA断片を分離した
3. 目的断片を切り出し、1.5mLエッペンチューブに移した
4. FastGeneTM Gel/PCR Extraction Kit（FG-91302）を使用してDNAを回収した
5. GP3バッファー 50μLで溶出後のDNA溶液の濃度を測定した
6. 回収したDNAサンプルを電気泳動した

● 精製前と精製後のDNAの電気泳動図と濃度と純度の結果は下記である。

DNA濃度・純度（Sample A／ B）
  　　　　 精製前（100μL Buffer）　精製後（50μL GP3）

  Sample A Sample B Sample A Sample B

 濃度（ng/μl） 1186.7 1037.1 0.01 13.17

 260/280 nm 1.80 1.76 0.00 1.97

 260/230 nm 1.93 1.84 0.00 15.24

M：マーカー
Lane A：植物葉 
 Sample A
Lane B：植物葉 
 Sample B

● 手順

● 目的
　 抽出した核酸から、クローニングの阻害となる低分子領域を除去するため、ゲルの切り出し精製を実施し、ターゲットとなる高分子側のDNAを
　 回収した。
　 精製後のサンプルをクローニング、ライブラリーを作成し、シーケンス、相同性解析を実施した。

ゲルの電気泳動条件
1レーン10μL使用、TAEバッファー、2％TAEアガロース、100V 20分間

ダウンストリームアプリケーション（シーケンスなど）のデータや試験条件
精製後のサンプルをクローニング、ライブラリーを作成し、シーケンス、
相同性解析を実施。

精製前 精製後

※ 50μLで溶出したサンプル中10μLを泳動に使用

A B M A B M

3000
2000
1550
1400
1000

750

500
400
300
200

ターゲットが
含まれる領域
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製品名

メーカー名

エゾヤマザクラの細根（内生糸状菌）のPCR産物の精製

FastGeneTM Gel / PCR Extraction Kit（FG-91202, FG-91302）
FastGeneTM ゲルカッター（FG-830）

日本ジェネティクス株式会社

下記のデータは、北海道大学 農学部 森林資源生物学 玉井 裕 様のご厚意により掲載させていただきました。

方 法

● サンプルの条件
　 サンプル：エゾヤマザクラの細根（内生糸状菌）

●まとめ
木の細根内には複数の菌類が内生しており、糸状菌特異的プライマーを使用しても、しばしば複数のPCR産物が得られるため、ゲルカッティング
とゲルからの抽出が必要となる。
今回、ゲルバンドカッターとFastGeneTM Gel/PCR Extraction Kitを使用することにより、問題なくシーケンスができた。

● 手順

結 果

● 電気泳動結果 ●シーケンス結果

RT8 RT6 RT8 RT6

PCR産物 ゲルバンドカッターで切り出して、
抽出キットで回収したサンプル

エゾヤマザクラの根（Scale:1mm）

1. ISOPLANTにより核酸抽出（NIPPON GENE）
2. Gene RED PCR Mix Plus（NIPPON GENE）酵素を
 用いたPCR
3. 2%アガロースゲル（TBE）、100V、30min電気泳動
4. 目的断片（500～700bp）をゲルバンドカッター（Cat.No. 
 FG-830/日本ジェネティクス株式会社）により切り出し
5. FastGeneTM Gel/PCR Extraction Kit（FG-91302）
 を使用してDNAを回収した
6. GP3バッファー 30μLで溶出後のDNA溶液を電気泳動した
7.  回収したDNAサンプルのシーケンス解析

←500～
　700bp

〈精製前〉 〈精製後〉

お客様のコメント

試供品を使ってみて、とても切り出しやすかったので購入しました。
一つの根の試料から複数の菌が検出されることがあるため、個々のバンド（菌 種）を切り出してシーケンス解
析を行っています。
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製品名

メーカー名

アガロースゲルからのPCR産物の抽出

FastGene Gel / PCR Extraction Kit（FG-91202）

日本ジェネティクス株式会社

お客様のコメント

DNA精製カラムの中では現在、最高のコストパフォーマンスだと思います。
当製品を用いて100bp程の小DNA断片でも上記実験例のような収量を得ることができました。普段の実験の目
的には十分だと思います。また、ルーチンワークの省力化には常にコストの問題が付き纏いますが、当製品では
値段もやっとここまで来たかというレベルまで下げて頂いているように思います（何せ、他社のカラムのみの製
品を買うより安い!）。

使用条件

結 果

下記のデータは、大阪大学 蛋白質研究所 細胞核ネットワーク研究室 村山真一様、独立准教授 加納純子様のご厚意により掲載させて頂きま
した。

下記の条件で、アガロースゲルからPCR産物（バンド）を含むゲルを切り出し、PCR増幅産物を抽出しました。
●PCR産物 ：112bp、371bp、710bp、1758bp
●アガロースゲル ：2％ TAEアガロースゲル
●核酸抽出キット ：FastGene Gel/PCR Extraction Kit（FG-91202）
●溶出バッファー量 ：30μｌ

ゲル抽出前 ゲル抽出後
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PCR products

2 % TAE Agarose  gel 0.8% Lithium Borate Agarose  gel

溶出バッファー量 ：30μl
回収溶液量 ：28μl
うち1μl※を電気泳動
※左図の約1/30に相当

= ゲルの切り出し

Product Size :
9myc =  371 bp
3HA =  112 bp
ura4 =  1758 bp
gfp =  710 bp

371 bp

112 bp

1758 bp

710 bp

9myc 13.7 383.6

3HA 5.74 160.72

ura4 36.71 1027.88

GFP 30.18 845.04

371bp
710bp

1758bp

112bp

サンプル名　Product Size
　回収DNA濃度   トータル回収
（ng/μl） DNA量（ng）

十分な回収結果が得られました。

アプリケーションノート（国内のお客様による評価データ）



シーケンシング反応液、PCR 産物、DNAサンプル等

※ 20 bp より大きいDNAフラグメントの精製にご使用いただけます。

キット内容

FastGene™ DTフィルターカラム 50個

FastGene™ G50レジン 5本×525 mg（※525 mg＝10 prep）
2 mLコレクションチューブ 50個
膨潤バッファー DT 50 mL

精製方法 ゲルろ過法（遠心）
サンプル量 20～50 µL
操作時間 5分（ゲルの膨潤時間は含みません）
保存条件 室温で1年間（膨潤後は4℃で14日間）

• 最適化されたプロトコルにより、きれいなシーケンスデータが得られます。

• 乾燥ゲル（別ボトル梱包）で提供されますので、室温で長期間（1年間）保管できます。

• ゲルの膨潤は10 prep単位で実施できる小分けパックで便利です。

Cat.No. 入  数 価格（税抜）

FG-9411 50 preps ¥18,500 

Cat.No. 入  数 価格（税抜）

FG-830 50個 ¥9,000 

• アガロースゲルから簡単にバンドの切り出しが可能です。
• 切り出し操作がとても早くなりDNAへのダメージが少なくなります。
• ゲル重量は下記にて簡単に計算できます。

• 同じゲルから切り出した断片は基本的に同じ重さになり秤量の手間を省けます。
• イルミネーター表面のフィルターを傷つけてしまうことも低減できます。

ゲル厚 2％アガロースゲル 1％アガロースゲル

1.0 cm 〜140 mg 〜130 mg

0.8 cm 〜120 mg 〜110 mg

0.6 cm 〜100 mg 〜90 mg

F
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emoval Kit

F
ファストジーン

astGeneTM ゲルバンドカッター

ダイターミネーター除去

特　長

特　長

仕　様

対象サンプル

本製品はライフサイエンス分野における研究での使用を目的としています。仕様は2024年4月現在のものです。製品は改良のため予告なく変更する場合があります。 C0010

〒112-0004 東京都文京区後楽1-4-14 後楽森ビル18階
https://n-genetics.com
     info@genetics-n.co.jp

03（3813）0961
03（3813）0962

日本ジェネティクス株式会社


